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　Aspergi〃us π18θr　lil来 ア ル コ ー

ル ア セ チ ル トラ ン ス フ ェ ラ ーゼ

（AATase）の 精製 と性質

　　　 （大関総合研究 所） ○石川有 紀子 、 坊垣隆之 、 峰 時俊 貴、

　　　　　　　　　　　　 広 常正人 、 熊谷知栄子

【目的】AATaseは ア ル コ ・・一ル 類 とア セ チ ル CoA を縮 合 させ て 酢 酸 エ ス テ ル を生成す る

酵素で ある 。 酵母で は清酒 の 並要な香気成分で ある酢酸イ ソ ア ミル の 生 産を行 うこ と

が 知 られ て お り、 我 々 は これ まで に Saccharomyces　cθrθγ1εfaθ協会 7 号か らの AATase
の 単離 ・ク ロ ー ニ ン グに成功 して い る。今囘 、 糸状菌ん 〃18θr の リパ ーゼ 製剤中に木

酵 素活 性の 存在を 確認 した こ とか ら、 その 酵素 学的諸性 質 を明 らか に す る た め に 実験

を行 っ た 。

【方法及び 結果】 ア マ ノLipaseA原 末を蒸留水に懸濁 して 粗酵素液 と し、 イ オ ン 交換

ク ロ マ トグ ラ フ ィ
ー

及 び 疎水 ク ロ マ トグ ラ フ ィ
ーに 供試 した 。 SDS−一ポ リア ク リル ア ミ

ド電気 泳動 の 結果 、 碍 られ た 精製品 は分子量約3GkDa の 単
一バ ン ドで あ る こ とが確認

され た 。 反応 至適条 件 は30℃ ・pH8 −9で あ り 、
　DTT，

　DEP，
　 NBS，

　 DFPの 添加 に よ っ て 酵素

活 性は 阻害 され るが 、SH試薬や各種 の 金属イ オ ン の 影響は 認め られ な か つ た 。本酵素

は これ まで に 報告されて い る酵 母AATaseに較べ て 非常に高い 安定性 を示 し、 広範湖 な

pHや 高温下で も活性 を保特 した 。

　　Purification　and 　characterization 　of　alcohol 　acetyltransferase 　from

　　Aspergillus　niger ．
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白麹 菌 A ． kawach 〃 は固体 培養 （麹） を行 う と 、 生デ ン プ ン 吸着能

を持 つ 耐 酸 性 cv　
一ア ミラ ー ゼ （asA −1） と吸 着能 を持 た ない 耐酸性 α 一ア ミ ラ

ー ゼ

（asA −2 ）の 2 種類 の 耐 酸 性 α
一ア ミラ

ー ゼ （asAA ＞ を生産 す る こ と が 知 られ て

い る
。 我 々 は 焼酎 もろ み に お ける こ れ らの asAA の 役 割 と挙動 を理 解 す る こ と を

目的 と して 実 験 を行 っ て い る 。 今回 は 、製麹に お ける asAA の 生産様式に つ い て

検討を 行 っ た結果 に つ い て 報告 す る 。

｛方 法 】　 1）製 麹 中 の asAA 生産様 式 の 検 討 　A．　ka　waCh ” iFO4308 を用 い て 大

麦麹 を製造 し 、 経時的 に asAA 及び 酸 性 プ ロ テ ア
ー ゼ （APase ）活 性 を分淅 した 。

　 2）asA −1 の APase 処理 試験 　 精 製 し たasA −i に APase を作 用 さ せ 、
　 SDS −

PAGE 及び N 末端 ア ミ ノ 酸 配 列 を比較 し た 。

【結 果 】　 t） asAA は 製麹 18 時間 目以 降 に 生産 が 開 始 され 、全 asAA に 対 す る

asA −1の 割合 は製 麹 が 進 む に 従 っ て減 少 した 。 　 2 ） asA −i をAPase で 処理 した

とこ ろ 、，asA −2 と ほ ぼ同 じ分子 量 を持 つ タ ン パ ク 質 が 新 た に 生 成 され た 。 こ の タ

ン パ ク 質 は 72 時間反 応 さ せ て も APase に 対 し て 安 定で あ っ た 。 現 在 ，
　 asA −1 ，

asA − 2
，

及 び asA −1の APase 処理 物 の N宋端 ア ミ ノ酸 配列 を分 析 中 で あ る 。
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